
64.5%

町屋二・三・四丁目 61.1%

荒川五六丁目 64.9%

尾久地区 65.4%

町屋・尾久地区

不燃領域率

路線名 事業進捗 測量進捗

A号線 59.01% 71.82%

B号線 9.95% 82.35%

C号線 15.74% 63.73%

D 号線 27.23% 51.14%

23.25% 66.58%

町屋

二三四

丁目

合計

町屋地域生活道路優先整備路線

　事業進捗状況

№８８５ ２０２３年１２月２４日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

荒
川
区
は
、
最
新
の
被
害
想

定
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
の

修
正
を
行
っ
て
お
り
、
議
会
側

も
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
防
災
の
大
前
提
と
な

る
「
安
全
な
都
市
づ
く
り
編
」

の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
重
点
課
題
は
、
木
造
密
集

地
域
の
整
備
改
善
に
向
け
て
た

宅
耐
震
化
・
不
燃
化
の
推
進
、

道
路
拡
幅
、
家
具
転
倒
防
止
な

ど
屋
内
安
全
対
策
の
推
進
で
す
。

進
捗
状
況
は
思
わ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

進
ま
な
い
住
宅
耐
震
化

区
内
全
体
の
住
宅
耐
震
化
率

は
２
０
２
５
年
目
標
95
％
に
対

し
87
％
程
度
で
す
。
し
か
し
、

肝
心
な
木
造
密
集
地
域
、
例
え

ば
、
町
屋
二
・
三
・
四
丁
目
の

住
宅
耐
震
化
率
は
不
明
で
す
。

地
域
の
燃
え
難
さ
を
示
す
不
燃

領
域
率
は
70
％
の
目
標
に
対
し

60
％
程
度
で
す
。
あ
く
ま
で
も

延
焼
の
度
合
い
を
示
す
数
字
で

す
。
ま
た
、
生
活
道
路
を
６
ｍ

に
拡
幅
す
る
４
路
線
も
完
成
は
、

遠
い
先
の
よ
う
で
す
。

「
1
人
の
犠
牲
者
も
出
さ

な
い
」
た
め
に

想
定
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震

で
は
、
建
物
倒
壊
と
火
災
が
死

亡
の
最
大
要
因
で
す
。
住
宅
耐

震
化
が
進
ま
な
い
原
因
に
経
済

的
負
担
、
高
齢
化
、
一
時
移
転

な
ど
が
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
低
限
、
最
初
の
一
撃
か
ら
建

物
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の
簡
易
な

耐
震
工
事
へ
の
補
助
も
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

定例法律相談
１月９日（火）
（正月のため変更）

１８時～２０時

横山区議事務所

今
年
９
月
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

町
屋
店
、
ダ
イ
ソ
ー

町
屋
店
、

ゲ
オ

町
屋
店
、
ガ
ス
ト

荒
川
町

屋
店
な
ど
が
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

い
ま
は
仮
囲
い
が
施
さ
れ
（
下
写

真
）
「
工
事
の
お
知
ら
せ
」
に
よ

る
と
来
年
１
月
９
日
か
ら
本
格
的

な
解
体
工
事
が
始
ま
る
よ
う
で
す
。

所
有
者
の
ご
都
合
も
あ
っ
て
の
こ

と
で
致
し
方
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

し
か
し
思
い
返
す
と
、
こ
の
地
に

大
型
小
売
店
舗
が
進
出
、
そ
の
後

も
入
れ
替
わ
り
は
あ
っ
て
も
貴
重

な
商
業
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
間
、
周
辺
か
ら
ほ
と

ん
ど
の
小
売
店
は
な
く
な
り
、
い

ま
や
日
用
生
活
用
品
、
食
品
な
ど

買
う
と
こ
ろ
が
全
く
な
く
な
り
、

新
た
な
買
い
物
困
難
地
域
が
出
現
。

高
齢
化
の
進
行
も
あ
り
、
今
後
区

と
し
て
の
対
策
が
急
が
れ
る
と
思

い
ま
す
。

横
山
幸
次

以前にも触れましたが、運転手不足による路線バス廃

止が全国で相次いでいます。2024年問題もあり事態は一

層深刻です。足立区のコミュニティバス「はるかぜ」の

路線のうち、国際興業が運行する「はるかぜ3号（西新井

・舎人線）」は、来年3月末で運行を終了します。移動の

権利を保障することは、国民が憲法が保障するあらゆる

権利…生存権、文化的な最低限も生活、教育、福祉など

にアクセスする大前提です。国・自治体の支援は、住民

の権利保障の大前提

です。町屋さくら復

活やコミバスの全区

運行も視野に入れた

取り組みが求められ

ます。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
へ
向
け
、
地
域

で
住
み
続
け
る
た
め
、
区
政
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
？
今
回
は
、

ま
ち
づ
く
り
、
と
り
わ
け
、
地
震
で
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
不
燃

化
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
町
屋
二
・
三
・
四
丁
目
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
裏
面
に
は
町
屋
地
域
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
横
山
幸
次
）

★不燃領域率とは

市街地の延焼のしにくさを表す指

標。市街地の面積に占める耐火建築

物の敷地および幅員6メートル以上の

道路等の公共施設の面積の割合。70

％を超えると他地域への延焼をなく

すことができる出来る。

日
本
共
産
党
区
議
団
…
重
点
要
望
よ
り

★
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
、
家
具
転
倒
落
下
防
止
金
具
設

置
の
１
０
０
％
設
置
実
現
へ
、
区
の
補
助
制
度
を
抜

本
的
に
拡
充
。

★
命
を
守
る
た
め
の
簡
易
耐
震
・
簡
易
不
燃
化
工
事

へ
の
補
助
制
度
を
創
設
。



特別区人事委員会の勧告
民間従業員 区職員 差

月例給 38 3 ,184円
37 9 ,4 6 2円
（平均3 8 .9歳）

3 ,72 2円
（0 .9 8％）

特別給 4 .6 4月分 4 .55月分 0 .0 9月

改定前 改定後

議長 91万7千円 92万6千円 9千円増

副議長 78万4千円 79万2千円 8千円増

委員長 65万2千円 65万8千円

副委員長 62万4千円 63万円

 議員（役職なし） 60万2千円 60万8千円

区長 114万3千円 114万6千円 3千円増

副区長 91万7千円 92万円 3千円増

教育長 83万円 83万2千円 2千円増

各
　6千円増

【区長等の月額給与】　（0.3％増に）

【荒川区議会議員の月額報酬】　（0.98％増に）

政
府
は
11
日
、
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
案
を

公
表
。
来
年
度
か
ら
保

育
士
の
配
置
基
準
の
一

部
を
76
年
ぶ
り
に

見
直
す
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
。
３
月

末
に
方
針
を
発
表

し

た

際

に

は

、

「
保
育
現
場
に
混

乱
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
」
（
担

当
相
）
な
ど
と
し

て
、
配
置
基
準
の

改
定
を
否
定
し
て

い
ま
し
た
。
保
育

現
場
か
ら
の
切
実

な
声
や
運
動
も
あ
っ

て
見
直
す
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
合

わ
せ
て
、
保
育
士
の
抜

本
的
処
遇
改
善
が
必
要

で
す
。

11
月
会
議
で
一
般
職
員
と

と
も
に
区
長
・
副
区
長
・
教

育
長
給
与
と
議
員
報
酬
の
引

き
上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

引
き
上
げ
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

共
産
党
区
議
団

は
、
物
価
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
騰
で
大

変
な
区
民
生
活
支

援
を
優
先
す
べ
き

と
報
酬
引
き
上
げ

に
反
対
し
ま
し
た

が
、
賛
成
多
数
で

可
決
に
。
議
員
報

酬
は
区
民
の
納
得

と
理
解
が
必
要
で
す
。
ま
た

日
ご
ろ
の
活
動
の
透
明
性
も

求
め
ら
れ
ま
す
。
区
民
生
活

に
役
立
つ
活
動
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

毎年、安心して住み続けることのでき

る地域の課題をごいっしょに考えてきま

した。ぜひご意見などお寄せください。

☆町屋５、６、７丁目のバリアフリー化を急いで
この地域には、都営住宅、高齢者・障害者施設、保育園などが集

中しています。歩道上の電柱移設撤去、道路の段差解消など思い切っ

た対策が必要です。また黒波線枠内は、明白な交通不便地域です。

☆町屋さくらの復活など交通手段を
町屋さくらに廃止は、多くの住民の移動手段を奪い、以前の生活を維持できなく

なっています。一刻も早い復活と地域公共交通の整備が求められます。

☆町屋公園(町屋7)
整備は住民参加で
区内でも一人当たり

の公園面積が少ないの

が町屋。町屋7丁目公

園と尾竹橋公園を一体

で整備します。区民の

声を反映させながら整

備を進めてほしいもの

です。

☆町屋８丁目都住の周辺は、
交通不便地域
８丁目都営住宅の前を走って

いた町屋さくらが廃止されて困っ

ている住民も多くおられます。

一番近くの都バスの停留所ま

で約400ｍ以上、町屋駅までは１

キロ近くあります。町屋さくら

復活や移動手段の確保は切実で

す。

☆町屋２、３、４丁目の防災まちづくり
なんといっても、住宅の耐震、不燃化、

生活道路拡幅など待ったなしの地域です。

☆町屋3丁目ふれあい館の建設
区は、北村園倉庫跡地の確保の目途がつき、現在基

本設計を行っているようです。住民要望も入れた施設

として、また防災拠点としての機能が期待されます。

☆町屋地域全体の防災・福祉のまちづくり
不燃化特区だけでなく、町屋１丁目をはじめ危険度の高い地域は多

く存在しています。地域内の公有地の確保（公園や防災スポットなど

整備）、道路の拡幅、危険なブロック塀の除去、そして何よりも住宅

の耐震・不燃化です。そのために、安全住宅に住むための支援を抜本

的に強化することが必要です。また、不燃化特区内で

は、空き家など除却した跡地が結構目立っていますが、

ぜひ公有地として活用してほしいものです。

☆買い物不便地域

は旧町屋さくら沿
線と一致
ドン・キホーテなど

が閉店、「買い物が大

変」「日用品の購入も

できない」など深刻な

声が届いています。

町屋さくらの走って

いた沿線である町屋５

・６・７・８丁目にスー

パーはなくコンビニく

らいです。他に比べて

も高齢化が進んでおり、

区として移動販売など

買い物支援

の対策が切

実です。


